
［標準様式例７-２］

契 約 変 更 年 月 日

契 約 業 者 名

契 約 業 者 の 住 所

業 務 の 名 称

業 務 場 所

業 種 区 分

業 務 概 要
（変更した内容について
  記述する）

履 行 期 間 （ 自 ）

履 行 期 間 （ 至 ）

変 更 前 の 契 約 金 額 19,987,000
円（税込）

変 更 金 額 4,983,000
円（税込）

変 更 後 の 契 約 金 額 24,970,000
円（税込）

変 更 理 由

（第１回）契約変更の内容

令和7年1月27日

日本工営（株）　東京支店

東京都千代田区麹町五丁目４番地

Ｒ６交通拠点等の機能強化検討業務

関東地方整備局管内

土木関係建設コンサルタント業務

○業務概要
１．拠点整備が人流に与える影響分析に関する基礎検討について
２．打ち合わせ回数の変更について
３．履行期間の変更について

令和6年8月2日

令和7年3月31日

○東京都心・臨海エリアを対象に検討するにあたり、東京大学の羽
藤教授が提案している「海の手線構想」を考慮することが重要と考
えられ、その整備により人流が大きく変化することが想定される。
そのため人流を把握する他の手法（シミュレーション分析等）につ
いて、本業務では学識者のアドバイスをいただきながら、シミュ
レーション分析の手法論の検討や調査するための各種データに関す
る基礎的な検討が必要となり、「拠点整備が人流に与える影響分析
に関する基礎検討」を追加する。（追加）

○「拠点整備が人流に与える影響分析に関する基礎検討」の検討を
行うにあたり、学識者との打ち合わせ等が必要となった。打ち合わ
せは、専門性が求められる内容であるため、受注者もそれに応じた
専門部所の参画および、発注者との事前打ち合わせ等が必要となる
ため中間打ち合わせの回数を増工する。（増工）

○本業務に係る検討会の開催について、有識者等との調整により令
和7年2月以降に開催予定となったことから、履行期間を令和7年3月
31日まで延伸するものである。


